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令和２年国勢調査人口(確定値)による選挙区定数について 

                                   令和３年 12 月８日 

１ 経 緯  

（１）令和３年５月 11 日、総定数を 48 人とする改正条例が可決され、次の一般選挙から適

用することとされた。 

（２）令和３年６月 29 日、代表者会議で６月 25 日公表の速報値を確認するとともに、改正

条例の大きな考え方、 

①まず総定数を決定すること 

②強制合区及び一人区について確認すること 

③南部地域への４人の加配をすること 

の３点の考え方を基本として、国勢調査の確定値が公表され次第、代表者会議で確認する

こととなった。 

（３）令和３年 11 月 30 日、確定値が公表され、次のとおり整理する。 

 

２ 検証結果  

改正条例の大きな３つの考え方について、国勢調査結果(確定値)を基に、以下確認する。 

（１）総定数の決定 

  三重県の総人口は国勢調査の確定値では 1,770,254 人で、2020 年９月人口調査結果と

比べると 1,622 人増加した。 【資料２－２ ①－②欄】 

確定値人口により算出すると、まず、総定数については、改正条例の議員数 48 人に変

更はない。 【資料２―３ 欄外の計算式】   

（２）強制合区と一人区の確認 

強制合区について、伊勢市・鳥羽市選挙区の鳥羽市の人口は 17,525 人で、「議員一人

当たり人口の１／２の人口 18,440 人」より少ないため、現行の鳥羽市選挙区はいわゆる

強制合区となるものであり、国勢調査確定値によっても強制合区に変更はなく、伊勢市・

鳥羽市選挙区の定数も４人で変わりはない。 【資料２―３ Ｆ欄】 

一人区について、改正条例において唯一の１人区である亀山市選挙区については、国

勢調査の確定値によっても定数は１人で変更はない。 【資料２―３ Ｆ欄】 

（３）南部地域への４人の加配 

  ①現状 

改正条例において、特別の事情により計４人の加配を行った南部地域の選挙区である

東紀州、志摩市、多気郡、度会郡の４選挙区における人口割実定数は、国勢調査の確定

値をもってしても月別人口による結果と変わりはなく、４人の加配は依然必要である。 

                                     【資料２―３ Ｇ欄】 

②南部地域への加配 

加配４人分の調整に当たってまず、現行定数を上限とすると、津市、四日市市及び鈴

鹿市の選挙区で人口割実定数から各１人を減じることにより、計３人を確保する。 

                                        【資料２―３ Ｈ欄】 

 

 

資料２－１ 
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残り１人の調整については、公職選挙法の人口比例の考え方を踏まえ、人口割実定数

の算出方法に基づき配当基数の小数点以下の端数の大小により、機械的に調整する。 

【資料２―３ Ｃ欄】 

具体的には、小数点以下の端数を切り上げた選挙区の中で、最後の順番となっている

選挙区(伊賀市選挙区)の小数点以下を切り上げないことで調整することが合理的である。                                                      

【資料２―３ Ｄ欄、Ｉ欄】 

 

この結果、令和３年５月に可決した改正条例と変更はないものとなった。 

逆転現象についても改正条例における数と変更はない。   【資料２―３ Ｊ欄】 

＜１人区と２人区による逆転現象：３通り、２人区と３人区による逆転現象：４通り＞ 

 

 

３ 結 論  

    令和２年国勢調査(確定値)人口をもとに、令和３年５月に可決した改正条例の大きな考

え方に沿って、その内容を検証した結果、総定数 48 人をはじめ、いずれの観点からも大き

な乖離があったものとは認められない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料２－２

（単位：人）

① ② ①－②

三 重 県 計 1,770,254 1,768,632 1,622

津 市 274,537 273,267 1,270
四 日 市 市 305,424 310,263 -4,839
伊 勢 市 122,765 122,432 333
松 阪 市 159,145 158,472 673
桑 名 市 138,613 138,798 -185
鈴 鹿 市 195,670 195,250 420
名 張 市 76,387 75,942 445
尾 鷲 市 16,252 16,079 173
亀 山 市 49,835 49,971 -136
鳥 羽 市 17,525 17,421 104
熊 野 市 15,965 15,806 159
い な べ 市 44,973 45,323 -350
志 摩 市 46,057 45,834 223
伊 賀 市 88,766 85,883 2,883
木 曽 岬 町 6,023 6,086 -63
東 員 町 25,784 25,658 126
菰 野 町 40,559 40,329 230
朝 日 町 11,021 11,070 -49
川 越 町 15,123 15,048 75
多 気 町 14,021 14,160 -139
明 和 町 22,445 22,523 -78
大 台 町 8,668 8,699 -31
玉 城 町 15,041 15,113 -72
度 会 町 7,847 7,772 75
大 紀 町 7,815 7,725 90
南 伊 勢 町 10,989 10,926 63
紀 北 町 14,604 14,392 212
御 浜 町 8,079 7,986 93
紀 宝 町 10,321 10,404 -83

令和２年国勢調査確定値と令和２年９月の月別人口調査との差

市　町　名
国勢調査確定値

による人口
月別人口調査

による人口
人口差



三重県議会議員の選挙区及び定数試算表（国勢調査確定値　総定数48人）

人口(人)

2020.10月
国調確定値

小数
C

順位
D

調整
E

1 津市 津市 274,537 7.444 7 0.444 6 1 8 ▲ 1 7 7

2 四日市市 四日市市 305,424 8.281 8 0.281 11 0 8 ▲ 1 7 7

3 伊勢市・鳥羽市 伊勢市 122,765

鳥羽市 17,525

計 140,290 3.804 3 0.804 4 1 4 4 4

4 松阪市 松阪市 159,145 4.315 4 0.315 9 0 4 4 4

5 桑名市・桑名郡 桑名市 138,613

木曽岬町 6,023

計 144,636 3.922 3 0.922 1 1 4 4 4

6 鈴鹿市 鈴鹿市 195,670 5.306 5 0.306 10 0 5 ▲ 1 4 4

7 名張市 名張市 76,387 2.071 2 0.071 15 0 2 2 2

8 東紀州 尾鷲市 16,252

紀北町 14,604

熊野市 15,965

御浜町 8,079

紀宝町 10,321

計 65,221 1.768 1 0.768 5 1 2 ＋1 3 3

9 亀山市 亀山市 49,835 1.351 1 0.351 8 0 1 1 1

10 志摩市 志摩市 46,057 1.249 1 0.249 12 0 1 ＋1 2 2

11 いなべ市・員弁郡 いなべ市 44,973

東員町 25,784

計 70,757 1.919 1 0.919 2 1 2 2 2

12 伊賀市 伊賀市 88,766 2.407 2 0.407 7 1 3 ▲ 1 2 2

13 三重郡 菰野町 40,559

朝日町 11,021

川越町 15,123

計 66,703 1.809 1 0.809 3 1 2 2 2

14 多気郡 多気町 14,021

明和町 22,445

大台町 8,668

計 45,134 1.224 1 0.224 13 0 1 ＋1 2 2

15 度会郡 玉城町 15,041

度会町 7,847

大紀町 7,815

南伊勢町 10,989

計 41,692 1.130 1 0.130 14 0 1 ＋1 2 2

計 1,770,254 48 41 7 48 ＋4 ▲ 3 ▲ 1 48 48

36,880

18,440

※　一票の較差は２．４１倍から２．３９倍になる。

※　国調確定値：2020年9～10月に実施された令和２年国勢調査結果の確定値の人口をいう。

◆令和3年5月11日に成立した改正条例の考え方

（1）総定数の決定：４８人

条例改正前の総定数（ア) 51 人 （ア)×（ウ)/（イ)

2000年国勢調査による三重県の人口（イ) 1,857,339 人 　＝　51人×1,770,254人/1,857,339人

2020年国勢調査確定値による三重県の人口（ウ) 1,770,254 人 　＝　48.61人　≒　48人

（2）強制合区と一人区

（3）加配を行った南部地域（＋４人）

資料２－３

配当基数
Ａ

整数
B

国調確定値
による人口

割実定数　Ｆ

総
定
数

改正条例
時の定数

K

議員一人当たり人口

同上の１／２の人口

南部地域
への加配

Ｇ

現行定数を
上限とする
調整　Ｈ

配当基数の
小数点以下
の順位で
調整　Ｉ

調整結果
Ｊ選　　挙　　区 区　域



三重県議会議員の選挙区及び定数（R3.5改正条例　総定数48人）

人口(人)

2020.9月別
人口調査

小数 順位 調整

1 津市 津市 273,267 7.416 7 0.416 7 1 8 34,158 1.46 -1 7 39,038 1.28

2 四日市市 四日市市 310,263 8.420 8 0.420 6 1 9 34,474 1.45 -2 7 44,323 1.13

3 伊勢市・鳥羽市 伊勢市 122,432

鳥羽市 17,421

計 139,853 3.796 3 0.796 4 1 4 34,963 1.43 0 4 34,963 1.43
4 松阪市 松阪市 158,472 4.301 4 0.301 10 0 4 39,618 1.26 0 4 39,618 1.26

5 桑名市・桑名郡 桑名市 138,798

木曽岬町 6,086

計 144,884 3.932 3 0.932 1 1 4 36,221 1.38 0 4 36,221 1.38
6 鈴鹿市 鈴鹿市 195,250 5.299 5 0.299 11 0 5 39,050 1.28 -1 4 48,813 1.02

7 名張市 名張市 75,942 2.061 2 0.061 15 0 2 37,971 1.32 0 2 37,971 1.32

8 東紀州 尾鷲市 16,079

紀北町 14,392

熊野市 15,806

御浜町 7,986

紀宝町 10,404

計 64,667 1.755 1 0.755 5 1 2 32,334 1.55 1 3 21,556 2.32

9 亀山市 亀山市 49,971 1.356 1 0.356 8 0 1 49,971 1.00 0 1 49,971 1.00

10 志摩市 志摩市 45,834 1.244 1 0.244 12 0 1 45,834 1.09 1 2 22,917 2.18

11 いなべ市・員弁郡 いなべ市 45,323

東員町 25,658

計 70,981 1.926 1 0.926 2 1 2 35,491 1.41 0 2 35,491 1.41

12 伊賀市 伊賀市 85,883 2.331 2 0.331 9 0 2 42,942 1.16 0 2 42,942 1.16

13 三重郡 菰野町 40,329

朝日町 11,070

川越町 15,048

計 66,447 1.803 1 0.803 3 1 2 33,224 1.50 0 2 33,224 1.50

14 多気郡 多気町 14,160

明和町 22,523

大台町 8,699

計 45,382 1.232 1 0.232 13 0 1 45,382 1.10 1 2 22,691 2.20

15 度会郡 玉城町 15,113

度会町 7,772

大紀町 7,725

南伊勢町 10,926

計 41,536 1.127 1 0.127 14 0 1 41,536 1.20 1 2 20,768 2.41

計 1,768,632 48 41 7 48 49,971 1.55 0 48 49,971 2.41

32,334 ⇑較差 20,768 ⇑較差

36,847

18,423

※　月別人口：2020年9月の月別人口調査による人口をいう。

◆令和3年5月11日に成立した改正条例の考え方

（1）総定数の決定：４８人

条例改正前の総定数（A) 51 人 （A)×（C)/（B)

2000年国勢調査による三重県の人口（B) 1,857,339 人 　＝　51人×1,768,632人/1,857,339人

2020年９月の月別人口調査による三重県の人口（C) 1,768,632 人 　＝　48.56人　≒　48人

（2）強制合区と一人区

（3）加配を行った南部地域（＋４人）

総
定
数

定　数 人口／定数
一票の較差
対最大値

議員一人当たり人口

同上の１／２の人口

資料２－４

選　　挙　　区 区　域 配当基数 整数
人口割
実定数

人口／定数
一票の較差
対最大値

定数
増減
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